
 
 

子どもの貧困問題大阪ネットワーク 
理事長  中田 進 

子どもの貧困が社会問題となり、「子ども食

堂」が大きく広がっています。行政が把握して

いるだけでも大阪府内でも２７９カ所（平成30

年4月1日時点）で子どもたちに食事が提供さ

れています。 

 私たちは、子ども食堂を運営する方、ボラン

ティアをされている方々がその実践を交流す

る機会を設けるべく 12 月 9 日に「子ども食堂

交流会」を開催します。交流会の開催に際し、

実際に子ども食堂を運営されている方や食材

提供の活動をしている団体の皆様のご協力の

もと実行委員会を開き、より実践に繋がる内容

にすべく検討を重ねてまいりました。先進的な

取り組み、特徴的な取り組みの報告を学べるこ 

 

 

とはもちろん、参加者の皆さん同士でたっぷり

と交流していただき、ノウハウや抱えている悩

みを出し合っていただければと思います。 

たくさんのご参加をお待ちしています。 
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子どもの貧困問題大阪ネ

ットワークは 12 月 9 日、

M＆D ホールで子ども食堂

の運営者やボランティアら

を対象とした「子ども食堂交

流会」を開催します。先進的

な取り組みや、特徴的な取り

組みなど大阪府内の 4 つの

子ども食堂がその活動を報

告する予定です。 
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広く参加を呼びかけます 



 

 子ども貧困ネットに加盟する大阪府歯科保

険医協会が 13 日、「子どもの口腔崩壊と歯科

健康格差対策を考える」をテーマに市民公開講

座を開きました。香西克之氏（広島大学大学院

医歯薬保健学研究科教授）を講師に歯科医師や

行政関係者、養護教諭、地方議員など 60 人が

参加しました。 

 

 香西氏は、口腔崩壊

の子どもたちの存在

を明らかにした歯科

協会の調査を紹介し、

「子どものむし歯が

減少する一方で重症

化した多数のむし歯

を抱える子どもが存

在しており、口腔内の

健康格差が問題とな

っている」と指摘。貧困と子どものう蝕の発症

や重症化との相関関係を指摘する東京都足立

区の調査をはじめ様々なデータを示し、「口腔

崩壊が成育環境に問題を抱える子どもたちの

特徴となっている」と強調しました。 

また、口腔内の健康格差の要因について香西

氏は、「子どものむし歯の減少は、予防対策が実

行できる家庭が圧倒的に増えたことによるも

のである。予防ができない家庭や成育環境にあ

る子どもは予防対策の傘から漏れてしまう」と

公衆的な予防施策の不十分さを指摘し、「すべ

ての子どもたちに平等に供与できる公衆的な

むし歯の予防対策が必要である」と訴えました。

子どもの健康格差の是正に向けて、医療・教育・

福祉・行政の連携やかかりつけ歯科医や学校歯

科医の能力向上、小児歯科専門医の増加など道

筋を示しました。 

参加した地方議員は、「これまで議会で取り

上げて来なかった。子どもの健康格差是正は重

要な課題だ」など感想を寄せました。 

 

 

***ニュースに関する問い合わせ*** 

niki@osaka-jichiroren.jp 

子ども貧困ネット活動紹介 
 

 子ども貧困ネットでは、①調査活動②子ども食

堂③学習支援活動－の 3 つのワーキンググループ

を軸に子どもの貧困の実態を掴み、発信し、自治

体との交渉、政策提言を行っていきます。 

現在、府内で活動する諸団体への訪問などを実

施しています。また、府内市町村の貧困対策の取

り組み状況などについてアンケート調査を実施す

る予定です。 

【11 月度会議及び今後の日程】 

11/19  理事会 

11/20 子ども食堂交流会準備会 

12/21 理事会 

2019 年 2 月(予定) 2018 年度総会 

子どもの健康格差是正を 
 歯科保険医協会が市民講座を開催  


